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1 國學院大學研究開発推進機構紀要　第 18号　令和 8年 3月

　
　
一
、
は
じ
め
に

　

万
葉
集
巻
六
を
見
る
と
、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
が
府
の
官
人
ら
と
と
も
に
「
香
椎
廟
」
を
参
拝
し
た
折
の
歌
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　

�

冬
十
一
月
、
大
宰
の
官
人
等
、
香
椎
廟
を
奉
拝
し
、
訖
り
て
退
り
帰
る
時
、

　
　
　
　

馬
を
香
椎
浦
に
駐
め
て
、
各
々
懐
ひ
を
述
べ
て
作
る
歌 

　
　
　
　
　

帥
大
伴
卿
の
歌
一
首

　
　

い
ざ
児
等
香
椎
の
滷
に 

白
妙
の
袖
さ
へ
沾
れ
て
朝
菜
採
み
て
む
（
6
―
九
五
七
）

　
　
　
　
　

大
弐
小
野
老
朝
臣
の
歌
一
首

　
　

時
つ
風
吹
く
べ
く
な
り
ぬ 

香
椎
滷
潮
干
の
汭
に
玉
藻
苅
り
て
な
（
九
五
八
）

　
　
大
伴
旅
人
の
香
椎
廟
参
拝
―
香
椎
浦
・
志
賀
島
と
の
関
り
を
軸
に
―

土　

佐　

秀　

里　
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豊
前
守
宇
努
首
男
人
の
歌
一
首

　
　

徃
き
還
り
常
に
我
が
見
し
香
椎
滷 

明
日
ゆ
後
に
は
見
む
縁
も
な
し
（
九
五
九
）

　

題
詞
に
は
「
各
々
懐
ひ
を
述
べ
て
作
る
歌
」
と
あ
る
が
、「
明
日
以
後
は
も
う
こ
の
景
色
を
見
る
機
会
は
な
い
」
と
い
う
宇
努
男
人
の

歌
は
述
懐
で
あ
る
と
し
て
も
、
旅
人
の
「
袖
さ
へ
沾
れ
て
朝
菜
採
み
て
む
」
と
か
、
小
野
老
の
「
潮
干
の
汭
に
玉
藻
苅
り
て
な
」
と
い
っ

た
呼
び
か
け
は
、
ど
う
見
て
も
個
人
的
心
情
の
述
懐
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
夏
な
ら
と
も
か
く
旧
暦
十
一
月
の
真
冬
の
海
で
、
海
人
で
も

な
い
の
に
官
人
た
ち
が
海
藻
を
刈
ろ
う
と
す
る
こ
と
自
体
が
（
い
く
ら
歌
の
上
で
の
戯
れ
だ
と
は
言
っ
て
も
）
異
様
な
状
況
だ
と
言
わ
ね

ば
な
る
ま
い
。
時
季
外
れ
と
し
か
思
え
な
い
こ
の
題
材
選
択
の
奇
妙
さ
は
、
香
椎
廟
参
拝
と
い
う
契
機
と
、「
香
椎
浦
（
香
椎
滷
）」
と
い

う
場
所
に
そ
の
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

や
は
り
「
香
椎
廟
」
と
は
何
で
あ
る
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
奈
良
時
代
に
お
い
て
「
廟
」
と
称
さ
れ
る
施
設
は
こ
の
香

椎
廟
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
諸
書
に
記
さ
れ
る
香
椎
廟
祭
祀
の
開
始
時
期
は
右
の
歌
群
の
成
立
時
期
に
き
わ
め
て
近
接
し
て
い
る
の
で
、

大
宰
府
の
高
官
た
ち
が
揃
っ
て
香
椎
廟
を
参
拝
し
た
こ
と
に
も
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
ま
た
こ
れ
ら
の
歌
は
香

椎
廟
参
拝
後
に
「
香
椎
浦
」
に
立
ち
寄
っ
た
際
に
詠
ま
れ
た
と
あ
る
が
、
香
椎
浦
（
香
椎
滷
）
と
香
椎
廟
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

の
か
と
い
う
点
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

か
か
る
観
点
か
ら
、
本
稿
は
右
の
歌
群
の
歴
史
的
・
地
理
的
・
宗
教
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
二
、
大
伴
旅
人
ら
に
よ
る
香
椎
廟
参
拝
の
年
次

　

ま
ず
、
や
や
些
事
に
亙
る
が
、
当
該
歌
群
の
題
詞
「
冬
十
一
月
」
が
何
年
の
十
一
月
で
あ
る
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
大
伴
旅
人
が
大
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宰
府
に
赴
任
し
て
い
た
の
は
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
春
ご
ろ
か
ら
天
平
二
年
（
七
三
〇
）
十
二
月
ま
で
の
約
三
年
間
で
あ
る
の
で
、
こ
の

何
れ
か
の
年
の
十
一
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
当
該
歌
群
前
後
の
巻
六
の
排
列
と
題
詞
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
神
亀
元
年
甲
子 

冬
十
月
五
日
、
幸
于
紀
伊
国
時
、
…
」（
九
一
七
～
九
一
九
）

　
　
「
神
亀
二
年
乙
丑 

夏
五
月
、
幸
于
芳
野
離
宮
時
、
…
」（
九
二
〇
～
九
二
二
）

　
　
「
冬
十
月
、
幸
于
難
波
宮
時
、
…
」（
九
二
八
～
九
三
四
）

　
　
「
三
年
丙
寅 

秋
九
月
十
五
日
、
幸
於
播
磨
国
印
南
野
時
、
…
」（
九
三
五
～
九
四
一
）

　
　
「
四
年
丁
卯 

春
正
月
、
勅
諸
王
諸
臣
子
等
、
散
禁
於
授
刀
寮
時
、
…
」（
九
四
八
～
九
四
九
）

　
　
「
五
年
戊
辰
、
幸
于
難
波
宮
時
、
…
」（
九
五
〇
～
九
五
三
）

　
　
「
冬
十
一
月
、
大
宰
官
人
等
、
奉
拝
香
椎
廟
訖
退
帰
之
時
、
…
」（
九
五
七
～
九
五
九
）

　
　
「
天
平
二
年
庚
午
、
勅
遣
擢
駿
馬
使
大
伴
道
足
宿
祢
時
、
…
」（
九
六
二
）

　
　
「
冬
十
一
月
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
発
帥
家
上
道
、
超
筑
前
国
宗
形
郡
名
児
山
之
時
、
…
」（
九
六
三
～
九
六
四
）

　
　
「
冬
十
二
月
、
大
宰
帥
大
伴
卿
上
京
時
、
…
」（
九
六
五
～
九
六
八
）

　
　
「
三
年
辛
未
、
大
納
言
大
伴
卿
在
寧
楽
家
、
…
」（
九
六
九
～
九
七
〇
）

　

こ
の
よ
う
に
巻
六
は
整
然
と
年
代
順
に
並
ん
で
い
る
。
当
該
歌
群
の
「
冬
十
一
月
」
は
年
次
記
載
を
欠
く
が
、
題
詞
の
規
則
性
か
ら
す

れ
ば
神
亀
五
年
の
十
一
月
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
諸
注
も
悉
く
そ
の
よ
う
に
見
て
い
る
。
そ
の
場
合
天
平
元
年
（
七
二
九
）
の
歌
は
巻
六

に
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
位
置
だ
け
で
言
う
と
、
当
該
歌
群
が
天
平
元
年
十
一
月
で
あ
っ
た
と
し
て
も
排
列
に
齟
齬
は
生
じ
な
い
。

　

問
題
と
な
る
の
は
小
野
老
の
動
向
で
あ
る
。
従
五
位
上
の
老
は
、
天
平
二
年
正
月
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た
旅
人
主
宰
の
梅
花
宴
に�

「
大
宰
少
弐
」（
正
五
位
上
相
当
）
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
こ
の
時
の
大
宰
大
弐
（
従
四
位
下
相
当
）
は
従
四
位
下
の
紀
男
人
で
あ
る
。�
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従
っ
て
香
椎
廟
参
拝
時
の
小
野
老
が
「
大
弐
」
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
く
、
九
五
八
番
歌
題
詞
の
記
載
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で�

あ
る
。
こ
の
錯
誤
の
原
因
は
、
天
平
九
年
（
七
三
七
）
六
月
十
一
日
の
老
の
卒
去
記
事
に
「
大
宰
大
弐
従
四
位
下
小
野
朝
臣
老
」
と
あ
る

よ
う
に
、
老
が
後
に
大
宰
大
弐
も
歴
任
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
こ
だ
け
極
官
を
記
し
た
と
す
る
の
は
万
葉
集
の
通
例
に
合
わ
な
い
の
で
、

こ
れ
は
単
純
な
事
実
誤
認
で
あ
り
、当
該
歌
群
の
原
資
料
が
後
人
の
記
述
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。「
大
弐
」
ば
か
り
で
な
く
「
各
々

懐
ひ
を
述
べ
て
」
も
正
確
性
を
欠
く
記
述
で
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、原
資
料
に
正
確
な
年
次
記
載
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
い
。

従
っ
て
巻
六
編
者
は
神
亀
五
年
と
い
う
確
信
の
も
と
排
列
し
た
と
は
断
じ
難
く
、「
神
亀
五
年
ま
た
は
天
平
元
年
の
ど
ち
ら
か
の
十
一
月
」

く
ら
い
の
つ
も
り
で
現
行
の
位
置
に
排
列
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

老
が
天
平
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
少
弐
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
少
弐
任
官
が
い
つ
で
あ
っ
た
か
が
問
題
と
な
る
。
老
は
、
養

老
三
年
（
七
一
九
）
正
月
に
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
に
昇
叙
さ
れ
、翌
四
年
十
月
に
右
少
弁
（
正
五
位
下
相
当
）
に
抜
擢
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
神
亀
六
年
（
＝
天
平
元
年
）
三
月
四
日
に
従
五
位
上
に
昇
叙
さ
れ
、天
平
三
年
（
七
三
一
）
正
月
に
正
五
位
下
に
昇
叙
さ
れ
て
い
る
。

万
葉
集
を
見
る
と
、
神
亀
五
年
に
石
川
足
人
が
大
宰
少
弐
か
ら
遷
任
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
4
―
五
四
九
～
五
五
一
）
が
、
そ
れ
が
何

月
頃
で
あ
っ
た
の
か
は
歌
の
表
現
か
ら
は
窺
え
な
い
。
ま
た
そ
れ
と
同
じ
頃
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
が
、
足
人
は
都
へ
の
望
郷
を
主
題
と

し
て
旅
人
と
歌
を
贈
答
し
て
お
り
（
6
―
九
五
五
～
九
五
六
）、
こ
れ
が
神
亀
五
年
の
難
波
行
幸
歌
群
よ
り
も
後
ろ
に
排
列
さ
れ
て
い
る

の
で
、
足
人
が
大
宰
府
を
離
れ
た
の
が
神
亀
五
年
の
早
い
時
期
と
は
考
え
に
く
い
。
後
に
旅
人
が
大
宰
府
を
離
れ
た
の
も
冬
の
こ
と
で�

あ
っ
た
。
万
葉
集
に
お
い
て
小
野
老
の
活
動
時
期
が
神
亀
五
年
を
遡
る
こ
と
が
な
い
の
に
対
し
、
石
川
足
人
が
神
亀
五
年
後
半
ま
で
大
宰

府
に
い
た
の
だ
と
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
交
代
時
期
が
符
合
す
る
こ
と
に
な
り
、
足
人
の
後
任
が
老
で
あ
っ
た
と
す
る
の
が
自
然
で
あ
る（

（
（

。

　

な
お
巻
四
の
足
人
遷
任
時
の
送
別
歌
の
少
し
後
に
は
、
大
宰
大
弐
丹
比
県
守
が
民
部
卿
に
遷
任
す
る
際
に
、
大
宰
帥
旅
人
が
詠
ん
だ
送

別
歌
（
4
―
五
五
五
）
も
並
ん
で
い
る
。
県
守
は
大
弐
在
職
中
の
神
亀
六
年
（
七
二
九
）
二
月
十
一
日
、
ま
さ
に
長
屋
王
事
件
の
只
中
に
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権
参
議
に
併
任
さ
れ
、
続
く
三
月
四
日
に
は
小
野
老
の
昇
叙
と
同
じ
時
に
正
四
位
上
か
ら
従
三
位
に
昇
叙
さ
れ
て
も
い
る
。
民
部
卿
は
正

四
位
下
相
当
な
の
で
従
三
位
に
対
し
て
は
低
い
官
職
と
な
る
が
、
状
況
か
ら
見
て
こ
の
時
昇
叙
に
伴
っ
て
大
宰
大
弐
か
ら
民
部
卿
へ
と
遷

任
し
た
と
見
る
し
か
な
い
。
従
っ
て
県
守
送
別
の
歌
は
神
亀
六
年
春
ご
ろ
の
作
と
な
り
、
県
守
の
後
任
が
紀
男
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
全
く
同
時
期
の
こ
の
県
守
の
事
例
を
見
て
も
、
老
の
大
宰
少
弐
任
官
が
三
月
の
昇
叙
に
連
動
す
る
人
事
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
や

は
り
高
い
。
老
が
叙
位
を
受
け
る
た
め
に
三
月
に
は
確
実
に
都
に
い
た（

（
（

こ
と
を
考
え
併
せ
る
な
ら
、
大
宰
少
弐
の
官
職
は
据
え
置
か
れ
た

ま
ま
叙
位
の
た
め
だ
け
に
大
宰
府
と
都
の
間
を
二
か
月
く
ら
い
か
け
て
往
復
し
た
と
い
う
か
な
り
無
理
の
あ
る
不
自
然
な
想
定
を
す
る（

（
（

よ

り
も
、
神
亀
五
年
冬
頃
大
宰
府
を
離
任
し
た
足
人
の
後
任
と
し
て
、
翌
年
三
月
の
昇
叙
と
ほ
ぼ
同
時
に
老
は
少
弐
に
任
ぜ
ら
れ
、
ち
ょ
う

ど
同
じ
頃
に
大
弐
に
任
ぜ
ら
れ
た
紀
男
人
と
共
に
、
同
年
夏
四
月
頃
に
大
宰
府
に
着
任
し
た
と
見
る
方
が
無
理
が
な
い
。
大
宰
少
弐
は
定

員
二
名
で
あ
る
た
め
、
足
人
遷
任
後
に
一
名
分
が
し
ば
ら
く
空
席
の
ま
ま
で
も
さ
ほ
ど
業
務
上
の
支
障
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

大
宰
府
の
よ
う
な
遠
隔
地
の
場
合
は
移
動
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、
離
任
時
や
赴
任
時
に
は
月
単
位
で
空
白
期
間
が
生
じ
る
こ
と
は
当
然

だ
と
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
よ
り
後
、
天
平
三
年
正
月
に
老
は
正
五
位
下
に
昇
叙
さ
れ
る
（
旅
人
も
こ
の
時
従
二
位
に
昇
叙
さ
れ
た
）
が
、
こ
の
叙
位
を
機
に

大
宰
少
弐
か
ら
京
官
に
転
じ
た
と
推
考
さ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
半
年
後
の
同
年
六
月
に
正
五
位
下
の
巨
勢
真
人
が
大
宰
少
弐
に
任

じ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
時
機
か
ら
見
て
こ
れ
が
老
の
後
任
人
事
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る（

（
（

か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
後
任
の
補
充
人
事
に
半

年
ほ
ど
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
小
野
老
の
少
弐
赴
任
時
も
、
前
任
者
の
離
任
か
ら
半
年
程
度
間
が
空
い
て
い
て
も

お
か
し
く
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
遠
隔
の
地
で
あ
る
大
宰
府
の
官
人
の
交
代
や
補
充
に
は
数
か
月
単
位
の
時
間
差
を
要
す
る
こ

と
が
当
然
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
交
通
網
が
整
備
さ
れ
た
現
代
の
時
間
感
覚
で
律
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

老
は
そ
の
後
天
平
五
年
（
七
三
三
）
三
月
に
は
正
五
位
上
、
天
平
六
年
（
七
三
四
）
正
月
に
は
従
四
位
下
に
昇
叙
さ
れ
て
お
り
、
従
四
位
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下
叙
位
を
機
に
大
弐
に
任
ぜ
ら
れ
、
再
び
大
宰
府
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
考
さ
れ
る
。
そ
の
間
、
天
平
三
年
以
後
六
年
ま
で
は

複
数
の
京
官
を
歴
任
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

重
ね
て
附
言
す
れ
ば
、
神
亀
五
年
九
月
に
は
皇
太
子
基
皇
子
が
薨
去
し
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
翌
神
亀
六
年
二
月
に
は
左
大
臣
長
屋
王

の
謀
反
事
件
が
起
き
て
い
る
。
三
月
四
日
の
小
野
老
や
丹
比
県
守
ら
の
昇
叙
は
長
屋
王
失
脚
の
混
乱
が
続
く
中
で
そ
れ
に
連
動
し
て
行
わ

れ
た
緊
急
の
人
事
で
あ
り
、
よ
り
に
よ
っ
て
朝
廷
が
激
動
し
て
い
る
只
中
に
、
老
が
叙
位
を
受
け
る
た
め
だ
け
に
悠
然
と
大
宰
府
と
都
と

を
往
来
し
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
状
況
は
現
実
的
に
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。
か
く
し
て
小
野
老
が
大
宰
少
弐
と
し
て
参
加
し
て
い

る
「
冬
十
一
月
」
の
香
椎
廟
参
拝
は
、
石
川
足
人
が
大
宰
少
弐
を
務
め
て
い
て
ち
ょ
う
ど
交
代
時
期
に
当
た
っ
て
い
た
神
亀
五
年
の
出
来

事
と
見
る
よ
り
も
、
確
実
に
小
野
老
が
着
任
し
た
後
の
天
平
元
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
無
理
が
少

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
見
方
は
通
説
に
逆
ら
う
も
の
で
は
あ
る
が
、
す
で
に
林
田
正
男
氏
も
当
該
歌
群
の
成
立
年
次
を
天
平
元
年
の
十
一
月
と
す
る
考
え

を
示
し
て
い
る（

（
（

。
氏
が
挙
げ
る
根
拠
は
、
第
一
に
神
亀
五
年
の
旅
人
は
愛
妻
を
亡
く
し
た
失
意
か
ら
「
同
年
内
は
私
的
な
祝
い
や
遊
宴
及

び
神
社
の
参
拝
な
ど
は
さ
け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
第
二
に
天
平
元
年
八
月
に
「
諸
国
の
天
神
地
祇
は
、
宜
し

く
長
官
を
し
て
祭
を
致
さ
し
む
べ
し
」
と
い
う
詔
が
出
さ
れ
て
お
り
、こ
の
指
示
が
「
旅
人
の
参
拝
に
呼
応
す
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

林
田
氏
が
挙
げ
る
第
一
の
理
由
は
感
覚
的
印
象
に
過
ぎ
ず
具
体
性
を
欠
く
が
、
し
か
し
旅
人
の
作
歌
活
動
が
活
性
化
す
る
の
が
天
平
元
年

十
月
以
後
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
に
挙
げ
た
聖
武
の
詔
も
年
次
の
決
定
的
な
根
拠
と
は
し
難
い
が
、
同
じ
八
月

の
天
平
改
元
や
光
明
子
立
后
に
連
動
す
る
指
示
で
も
あ
り
、
ま
た
長
屋
王
事
件
に
端
を
発
す
る
壓
魅
呪
咀
の
禁
止
（
神
亀
六
年
四
月
）
と

表
裏
を
成
す
指
示
で
も
あ
ろ
う
か
ら
、
天
平
元
年
に
地
方
国
司
の
神
社
参
拝
が
公
的
に
強
化
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
当
該
歌
群
の
成
立

理
由
に
示
唆
を
与
え
る
。
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巻
六
の
題
詞
と
排
列
の
規
則
性
か
ら
は
当
該
の
「
冬
十
一
月
」
を
神
亀
五
年
と
見
る
の
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
題

詞
に
年
次
記
載
が
無
い
こ
と
だ
け
を
根
拠
と
し
て
い
る
と
い
う
消
極
的
な
推
論
で
し
か
な
い
の
で
確
実
と
は
言
え
ず
、
原
資
料
が
そ
こ
ま

で
厳
密
な
記
録
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
排
列
の
み
を
根
拠
と
す
る
通
説
を
絶
対
視
せ
ず
、
人
物
の
動
向
や
歴
史
的
な
状
況
を

勘
案
す
る
な
ら
、
こ
れ
を
天
平
元
年
の
十
一
月
の
こ
と
と
見
た
方
が
整
合
性
は
高
ま
る
。
ま
た
そ
う
見
る
な
ら
ば
、
同
じ
集
団
的
詠
作
で

あ
る
翌
年
一
月
の
梅
花
宴
へ
の
連
続
性
が
よ
り
見
え
易
く
な
る
。

　
　
三
、
「
香
椎
廟
」
の
位
相
と
創
建
時
期

　

次
に
、
題
詞
に
見
え
る
「
香
椎
廟
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い（

（
（

。
香
椎
廟
は
後
の
官
幣
大
社
香
椎
宮
で
あ
る
が
、「
神
社
と
申
さ

ず
し
て
、
古
書
に
廟
と
の
み
あ
る
こ
と
、
他
に
例
な
き
こ
と
な
り
」（『
古
事
記
伝
』）
と
宣
長
が
言
う
よ
う
に
、「
廟
」
と
い
う
の
は
神
社

と
し
て
異
例
の
呼
称
で
あ
る
。
ま
た
宣
長
が
「
神
名
帳
に
も
載
ら
ず
」
と
言
う
通
り
、『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
は
「
香
椎
廟
」
も
「
香
椎

宮
」
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
古
代
の
香
椎
廟
は
正
式
に
は
神
社
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

同
じ
『
延
喜
式
』
の
式
部
省
式
を
見
る
と
、「
凡
そ
諸
々
の
神
宮
司
、
幷
に
橿
日
廟
司
は
、
六
年
を
以
て
秩
限
と
為
せ
」（
式
部
上
・
神
宮

司
条
）
と
あ
り
、
香
椎
廟
の
司
は
神
宮
司
と
同
等
の
立
場
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
実
質
的
に
は
神
社
に
準
じ
た

扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
実
際
、『
続
日
本
紀
』
天
平
九
年
（
七
三
七
）
四
月
一
日
条
を
見
る
と
「
使
ひ
を
伊
勢
神
宮
、
大

神
社
、
筑
紫
の
住
吉
・
八
幡
の
二
社
、
及
び
香
椎
宮
に
遣
は
し
、
幣
を
奉
る
。
以
て
新
羅
の
無
礼
の
状
を
告
ぐ
」
と
あ
っ
て
、
香
椎
宮
が

大
社
と
同
等
に
朝
廷
の
奉
幣
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
確
か
め
ら
れ
る
。
奉
幣
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
実
質
的
に
は

神
社
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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仙
覚
『
万
葉
集
註
釈
』
に
引
か
れ
る
『
筑
前
国
風
土
記
』
逸
文
に
は
、「
筑
紫
国
に
到
れ
ば
、
先
ず
哿
襲
宮
に
参
謁
す
る
を
例
と
す
」
と�

あ
り
、こ
れ
を
見
る
と
香
椎
廟
が
筑
前
お
よ
び
筑
紫
全
体
の
一
宮
的
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。『
金
葉
和
歌
集
（
三
奏
本
）』

に
は
「
香
椎
の
宮
」
を
詠
ん
だ
歌
（
雑
歌
上
・
五
二
二
、
神
主
大
膳
武
忠
）
が
あ
る
が
、
そ
の
詞
書
に
は
「
隆
家
卿
、
大
宰
師
に
ふ
た
た

び
な
り
て
後
の
度
、
香
椎
の
み
や
し
ろ
に
ま
ゐ
り
け
る
に
」
と
あ
る
の
で
、
大
宰
帥
が
赴
任
時
に
香
椎
廟
を
参
拝
す
る
と
い
う
『
筑
前
国

風
土
記
』
に
記
さ
れ
る
慣
例
が
長
く
遵
守
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
各
国
国
司
が
赴
任
時
に
神
拝
を
す
る
慣
例
と
同
じ
く
、
大
宰
府

の
官
人
や
九
州
各
国
の
国
司
ら
は
、
九
州
到
着
時
に
は
ま
ず
香
椎
廟
を
参
拝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決
ま
り
に
な
っ
て
い
た
。
臨
時
の
勅

使
や
防
人
ら
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
当
該
歌
群
に
お
い
て
豊
前
国
の
守
で
あ
る
宇
努
男
人
が
大
宰
府
官
人
ら
と
共
に
参
拝

し
て
い
る
の
も
、
香
椎
廟
が
九
州
全
体
に
と
っ
て
そ
れ
だ
け
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
男
人
が
「
香
椎
滷
」
を
「
徃
き

還
り
常
に
我
が
見
し
」
と
歌
っ
て
い
る
の
も
、豊
前
国
守
に
と
っ
て
香
椎
廟
の
参
拝
が
毎
年
慣
例
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

す
で
に
諸
注
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
豊
前
国
庁
か
ら
大
宰
府
に
通
う
の
で
あ
れ
ば
香
椎
海
岸
を
通
る
必
然
性
が
な
い
。
つ
ま
り
「
徃
き

還
り
」
と
は
大
宰
府
と
の
往
還
で
は
な
く
、
香
椎
廟
参
拝
の
た
め
の
往
来
で
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
香
椎
廟
参

拝
後
に
香
椎
海
岸
に
出
る
の
が
既
定
の
参
拝
次
第
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。こ
の
時
旅
人
一
行
が
香
椎
海
岸
に
出
た
の
も
、

偶
々
と
か
思
い
つ
き
と
か
で
は
な
く
、
祭
儀
の
一
環
と
し
て
定
ま
っ
て
い
た
行
動
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

職
員
令
の
大
宰
府
の
条
に
は
、
大
宰
主
神
が
「
諸
々
の
祭
祀
の
事
」
を
掌
る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
ま
た
大
宰
帥
も
「
祠
社
」
を
掌

る
べ
き
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
神
祇
祭
祀
が
大
宰
府
官
人
に
と
っ
て
重
要
な
職
務
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
ま
た
『
延
喜

式
』
民
部
省
式
の
大
宰
府
仕
丁
の
条
を
見
る
と
、
大
宰
帥
に
三
十
人
、
大
宰
大
弐
に
二
十
人
な
ど
、
大
宰
府
の
官
人
に
対
す
る
仕
丁
支
給

の
定
め
が
あ
り
、
そ
の
中
に
「
香
椎
宮
の
守
戸
」
に
も
仕
丁
を
一
烟
（
一
戸
）
充
て
る
こ
と
が
併
せ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る

と
「
香
椎
宮
」
に
は
守
戸
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
天
皇
陵
と
も
同
一
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
、
や
は
り
「
廟
」
＝
墓
所
と
い
う
認
識
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で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
同
時
に
そ
の
管
理
が
大
宰
府
の
職
掌
内
で
あ
っ
た
こ
と
も
こ
の
条
文
か
ら
明
ら
か
と
な
る
。『
続
日
本
紀
』

天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
八
月
六
日
に
「
大
宰
帥
三
品
船
親
王
を
香
椎
廟
に
遣
は
し
、
新
羅
を
伐
つ
べ
き
状
を
奏
せ
し
む
」
と
あ
る�

の
も
、
香
椎
廟
が
大
宰
府
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
宰
府
は
九
州
全
土
に
対
し
て
管
轄
の
権
限
と
責
任
を
有

す
る
の
で
、
香
椎
廟
の
管
理
が
大
宰
府
の
職
務
で
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
香
椎
廟
が
天
皇
の
「
廟
」
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
大
宰
府
が
管
轄
す
る
寺
社
の
中
で
も
特
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
大

伴
旅
人
が
部
下
と
と
も
に
香
椎
廟
を
参
拝
し
た
の
も
、
大
宰
帥
と
し
て
の
公
的
な
職
務
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
実
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
香
椎
廟
は
朝
廷
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
創
建
は
諸
資
料
を
見
る
限
り
で
は
意
外
と
新
し
く
、
聖
武
朝
で
あ
っ

た
ら
し
い
。
社
伝
の
『
香
椎
宮
編
年
記
』
に
は
、
養
老
七
年
（
七
二
三
）
に
香
椎
廟
造
営
に
つ
い
て
「
大
菩
薩
」
の
託
宣
が
あ
り
、
翌
神

亀
元
年
（
七
二
四
）
十
二
月
に
社
殿
が
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
八
幡
愚
童
訓
』
や
『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
も

香
椎
廟
の
造
営
が
神
亀
元
年
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
資
料
は
年
代
が
か
な
り
降
る
も
の
で
は
あ
る
が
一
致
し
て
神
亀
元

年
創
建
説
を
伝
え
て
揺
れ
が
な
く
、
そ
れ
が
き
わ
め
て
具
体
的
な
年
次
で
あ
る
と
同
時
に
比
較
的
新
し
い
年
次
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と

誇
張
や
捏
造
の
気
配
は
感
じ
ら
れ
ず（

（
（

、
ま
た
他
に
異
説
も
見
ら
れ
な
い
の
で
、
相
応
の
信
憑
性
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
香
椎
廟
が

聖
武
即
位
の
年
で
あ
る
神
亀
元
年
に
創
建
さ
れ
た
の
だ
と
す
る
と
、
旅
人
ら
の
参
拝
は
そ
の
数
年
後
の
こ
と
に
な
る
の
で
、
ま
だ
出
来
て

間
も
な
い
真
新
し
い
廟
宮
を
参
拝
し
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
旅
人
ら
の
参
拝
は
単
な
る
慣
例
と
し
て
行
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
香
椎
廟
祭
祀
の
確
立
過
程
に
積
極
的
に
参
与
す
る
行
動
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
聖
武
朝
と
い
う
時
代
が

何
ら
か
の
理
由
で
香
椎
廟
と
い
う
聖
地
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
成
立
期
に
大
宰
府
に
派
遣
さ
れ
た
大
伴
旅
人
に
は
、

香
椎
廟
祭
祀
を
確
立
し
定
着
さ
せ
る
と
い
う
任
務
が
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か（

（
（

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
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ば
当
該
歌
群
に
は
、
そ
の
表
面
上
に
現
れ
て
い
る
長
閑
さ
や
気
楽
さ
と
は
裏
腹
に
、
聖
武
朝
官
人
と
し
て
の
公
的
な
責
務
の
意
識
が
貫
か

れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
興
味
深
く
思
わ
れ
る
の
は
、
塚
口
義
信
氏
が
香
椎
廟
創
建
の
契
機
に
元
正
朝
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
の
隼
人
叛
乱
を

挙
げ
、「
隼
人
の
反
乱
に
際
し
て
、
あ
る
い
は
神
功
皇
后
の
新
羅
（
お
よ
び
熊
襲
）
征
討
の
こ
と
が
想
起
さ
れ
」
た
の
で
は
な
い
か
と
述

べ
て
い
る（

（
（

こ
と
で
あ
る
。
朝
廷
が
神
功
皇
后
を
回
顧
す
る
機
会
と
し
て
は
や
は
り
対
新
羅
関
係
の
悪
化
が
第
一
に
考
え
ら
れ
る
が
、
新
羅

だ
け
で
は
な
く
隼
人
も
含
め
た
朝
敵
に
対
し
て
前
線
た
る
九
州
の
守
り
を
固
め
る
と
い
う
意
識
が
働
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
大

伴
旅
人
は
養
老
四
年
の
隼
人
叛
乱
に
際
し
て
征
隼
人
持
節
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
、
討
伐
の
責
任
者
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
の
武

功
が
、
後
に
大
宰
帥
に
任
ぜ
ら
れ
る
布
石
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
宰
府
は
最
大
の
軍
事
拠
点
で
あ
り
、
そ
の
長
官
は
武
官
の
長
で

あ
る
。
そ
し
て
香
椎
廟
は
神
功
皇
后
新
羅
征
討
の
戦
勝
を
象
徴
す
る
軍
事
的
色
彩
の
強
い
宗
教
施
設
で
あ
り
、
そ
の
祭
儀
を
一
大
軍
事
基

地
で
あ
る
大
宰
府
が
執
り
行
う
の
は
自
然
な
発
想
で
あ
っ
た
。

　

な
お
諸
注
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
時
豊
前
守
と
し
て
旅
人
の
参
拝
に
同
行
し
て
い
た
宇
努
男
人
は
、『
政
事
要
略
』
が
引
く�

「
旧
記
」
に
よ
れ
ば
、
養
老
四
年
の
隼
人
叛
乱
の
際
に
「
勅
し
て
豊
前
守
宇
努
首
男
人
を
以
て
将
軍
と
為
さ
し
め
、
八
幡
大
神
に
祈
り
て

之
を
伐
つ
」
と
い
う
経
歴
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。『
八
幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
り
、
旅
人
の
部
下
と
し
て
隼
人
討

伐
に
軍
功
の
あ
っ
た
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
養
老
四
年
に
豊
前
守
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
疑
わ
し
く（
（1
（

、
後
の
官
職
を
紛
れ

て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
男
人
は
こ
の
時
隼
人
征
討
軍
の
将
を
任
さ
れ
、
そ
の
武
功
に
よ
っ
て
後
に
豊
前
守
に
抜
擢
さ
れ
た

と
い
う
の
が
実
際
の
経
緯
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
将
軍
旅
人
を
大
宰
帥
に
据
え
た
の
と
同
じ
く
、
叛
乱
隼
人
を
鎮
圧
し
て
ま
だ
間

も
な
い
時
期
で
あ
る
か
ら
、
土
地
鑑
の
あ
る
従
軍
経
験
者
で
九
州
の
守
り
を
固
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
男
人
が
旅

人
と
共
に
香
椎
廟
を
参
拝
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
九
州
の
国
司
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
旅
人
と
共
に
戦
っ
た
隼
人
征
圧
の
軍
功
も
預
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か
っ
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
豊
前
に
は
宇
佐
八
幡
宮
が
あ
り
、
男
人
の
事
績
が
八
幡
神
の
神
威
と
結
び
付
け
て
語
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
も
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
天
平
九
年
の
奉
幣
記
事
に
お
い
て
も
八
幡
宮
と
香
椎
廟
と
が
並
置
さ
れ
て
い
た
が
、
平
安

以
後
の
六
国
史
の
記
事
を
見
る
と
、
香
椎
廟
が
登
場
す
る
記
事
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
八
幡
宮
と
併
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
八
幡
宇
佐

宮
御
託
宣
集
』
や
『
宇
佐
八
幡
宮
弥
勒
寺
建
立
縁
起
』
に
は
宇
佐
八
幡
の
創
建
が
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
と
な
っ
て
お
り
、『
廿
二
社
註
式
』

や
『
諸
社
根
元
記
』
に
は
神
亀
四
年
創
建
と
な
っ
て
い
て
、
香
椎
廟
の
創
建
時
期
に
き
わ
め
て
近
接
し
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
諸
資
料
か
ら
推
測
す
る
な
ら
、香
椎
廟
と
宇
佐
八
幡
の
関
係
は
、神
功
皇
后
と
胎
中
天
皇
応
神
と
の
母
子
神
を
擬
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
香
椎
廟
と
宇
佐
八
幡
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
男
人
が
度
々
香
椎
を

訪
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
九
州
の
一
国
司
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
宇
佐
八
幡
の
あ
る
豊
前
の
国
司
と
し
て
そ
の
祭
祀
に
関

与
し
て
い
た（
（1
（

関
係
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
当
該
歌
群
時
の
参
拝
に
つ
い
て
も
八
幡
神
祭
祀
と
の
関
り
が
あ
っ
て
、
特
に

参
加
し
歌
を
詠
む
機
会
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
四
、
「
香
椎
廟
」
の
機
能
と
祭
神

　

天
平
九
年
の
香
椎
廟
奉
幣
や
、
宝
字
三
年
の
大
宰
帥
に
よ
る
香
椎
廟
参
拝
は
、
い
ず
れ
も
新
羅
と
の
関
係
悪
化
や
対
新
羅
戦
争
の
準
備

を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、香
椎
廟
に
祀
ら
れ
て
い
る
の
は
新
羅
征
討
に
無
関
係
な
（
む
し
ろ
異
を
唱
え
た
）

仲
哀
天
皇
で
は
な
く
、
征
討
軍
を
率
い
て
新
羅
に
勝
利
し
た
神
功
皇
后
で
な
く
て
は
筋
が
通
ら
な
い（
（1
（

。「
廟
」
を
墓
所
の
意
と
見
る
な
ら

香
椎
宮
で
崩
じ
た
の
は
神
功
で
は
な
く
仲
哀
で
あ
る
が
、
し
か
し
仲
哀
の
陵
墓
は
畿
内
の
「
河
内
国
長
野
陵
」
で
あ
る
と
神
功
紀
（
二
年

十
一
月
条
）
に
記
さ
れ
る
の
で
、
た
と
え
仲
哀
が
祭
神
だ
と
し
て
も
「
廟
」
は
墓
所
の
意
で
は
な
い
。「
廟
」
が
漢
土
の
思
想
に
由
来
す
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る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
着
想
の
源
で
あ
る
孔
子
廟
と
か
関
帝
廟
を
想
起
す
る
な
ら
、「
廟
」
の
場
所
が
そ
の
人
物
の
死
歿
地
で
あ

る
必
要
は
な
い
。
つ
ま
り
香
椎
宮
が
仲
哀
崩
御
の
地
で
あ
る
こ
と
を
以
て
、
香
椎
廟
の
祭
神
を
仲
哀
に
比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
記
紀
の
記
述
を
素
直
に
読
む
限
り
で
は
、
仲
哀
は
「
神
の
教
へ
に
従
は
ず
し
て
早
く
崩
り
ま
し
ぬ
」（
神

功
紀
）
と
評
さ
れ
た
り
、「
こ
の
天
の
下
は
、
汝
の
知
ら
す
べ
き
国
に
あ
ら
ず
」（
仲
哀
記
）
な
ど
と
皇
祖
神
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
り
し
て
、

記
紀
編
述
者
の
仲
哀
に
対
す
る
敬
意
は
全
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
仲
哀
紀
に
は
「
強
ち
に
熊
襲
を
撃
ち
、え
勝
た
ず
し
て
還
り
き
」（
仲

哀
八
年
九
月
）
と
、
仲
哀
が
熊
襲
討
伐
に
失
敗
し
た
こ
と
ま
で
記
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
神
功
は
、「
吉
備
臣
祖
鴨
別
を
遣
は
し
、

熊
襲
の
国
を
撃
た
し
む
る
に
、
未
だ
浹
辰
を
経
ず
し
て
、
自
づ
か
ら
服
ひ
ぬ
」（
神
功
摂
政
前
紀
）
と
、
あ
っ
さ
り
と
熊
襲
討
伐
に
成
功

す
る
。
こ
う
し
た
記
紀
の
仲
哀
に
対
す
る
否
定
的
な
書
き
ぶ
り
と
、
そ
れ
と
は
対
照
的
な
神
功
に
対
す
る
讃
美
と
を
見
る
な
ら
、
外
敵
か

ら
朝
廷
を
守
護
す
る
香
椎
廟
の
祭
神
が
誰
で
あ
っ
た
か
は
も
は
や
明
白
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
八
年
（
八
四
一
）
五
月
十
二
日
の
「
神
功
皇
后
御
陵
に
奉
る
宣
命
」
を
見
る
と
、「
山
陵
に
奉
り
遣
は
し

た
る
例
の
貢
の
物
を
闕
け
怠
れ
る
が
祟
り
を
見
ゆ
と
、
香
椎
廟
も
同
じ
き
祟
り
を
為
し
賜
へ
り
と
、
卜
に
申
せ
り
」
と
あ
り
、
神
功
皇
后

陵
と
香
椎
廟
が
同
列
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
を
見
て
も
香
椎
廟
の
祭
神
が
神
功
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
そ

の
つ
も
り
で
見
直
す
と
、
承
和
十
年
（
八
四
三
）
十
月
十
八
日
に
「
使
ひ
を
香
椎
廟
に
遣
は
し
、
幣
を
奉
る
。
宝
位
無
動
・
国
家
大
平
を

為
さ
し
め
む
た
め
な
り
」
と
あ
る
が
、
同
年
四
月
一
日
に
は
神
功
皇
后
陵
で
陵
木
が
多
数
切
ら
れ
、
そ
の
せ
い
で
「
山
陵
の
鳴
く
こ
と
二

度
、
其
の
声
雷
の
如
し
。
即
ち
、
赤
気
飄
風
の
如
く
、
離
を
指
し
て
飛
び
去
る
」
と
い
う
怪
異
が
あ
っ
た
と
陵
守
か
ら
報
告
が
あ
り
、
ま

た
同
月
二
十
一
日
に
は
長
年
に
亙
っ
て
神
功
皇
后
陵
と
成
務
天
皇
陵
を
取
り
違
え
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
改
め
て
神
功
陵
に
奉
謝
し
た

と
い
っ
た
失
態
が
続
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
無
礼
を
詫
び
る
た
め
に
香
椎
廟
に
も
奉
幣
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
例
か
ら
も
、
大

和
の
神
功
皇
后
陵
と
筑
前
の
香
椎
廟
と
が
一
体
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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新
羅
征
討
に
成
功
し
た
神
功
皇
后
は
日
本
国
家
の
守
護
神
で
あ
り
、
外
敵
を
打
ち
負
か
す
こ
と
の
で
き
る
強
い
軍
神
で
あ
り
、
同
時
に

応
神
を
出
産
し
た
母
神
で
も
あ
っ
た
。
香
椎
廟
の
創
建
が
聖
武
即
位
に
連
動
し
て
い
る
事
実
を
重
く
見
る
な
ら
、
元
正
と
聖
武
は
親
子
で

は
な
い
が
、
そ
れ
を
神
功
と
応
神
の
関
係
に
擬
え
る
と
い
う
聯
想
が
働
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る（
（1
（

。
聖
武
の
実
母
宮
子
は
皇
族
で
は
な
く
、

か
つ
長
ら
く
精
神
を
病
ん
で
も
い
た
の
で
、
聖
武
は
母
性
に
よ
る
庇
護
と
は
無
縁
に
育
っ
た
。
応
神
の
理
知
英
明
は
神
功
の
宗
教
的
呪
能

に
守
護
さ
れ
る
こ
と
で
可
能
に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
香
椎
廟
祭
祀
の
開
始
は
、
神
功
皇
后
が
若
き
新
王
聖
武
を
霊
的
か
つ
母
性
的
に
守
護

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
述
の
通
り
、
対
新
羅
関
係
が
悪
化
す
る
と
香
椎
廟
祭
祀
す
な
わ
ち
神
功
皇
后
祭
祀
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
し

か
し
香
椎
廟
祭
祀
の
機
会
を
見
て
ゆ
く
と
そ
の
目
的
は
日
羅
関
係
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、そ
れ
を
も
含
め
た
「
宝
位
無
動
・

国
家
大
平
」
す
な
わ
ち
天
皇
権
力
と
日
本
国
家
の
安
泰
が
祈
願
さ
れ
て
お
り
、
天
皇
の
代
替
わ
り
に
際
し
て
香
椎
廟
に
奉
幣
が
行
わ
れ
た

事
例
も
多
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
事
例
に
、『
日
本
後
紀
』
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
十
二
月
十
六
日
条
の
「
参
議
正
四
位
下
巨
勢
朝
臣

野
足
を
八
幡
大
神
宮
と
樫
日
廟
と
に
遣
は
し
、
幣
帛
を
奉
る
。
乱
を
静
む
禱
り
に
賽
ゆ
」
が
あ
る
。
八
幡
宮
と
香
椎
廟
に
奉
幣
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
目
的
は
「
乱
を
静
む
」
に
際
し
て
神
助
を
得
た
こ
と
へ
の
御
礼
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
乱
」
と
は
、
同
年
九
月

の
薬
子
の
変
を
指
す
。
こ
れ
は
宮
中
の
政
変
で
あ
り
、
皇
室
内
部
の
諍
い
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
平
定
に
も
香
椎
廟
の
加
護
を
願
っ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
を
見
れ
ば
、
外
交
や
征
討
で
は
な
く
と
も
、
国
家
が
危
機
に
瀕
し
た
時
は
香
椎
廟
の
神
威
に
縋
る
と
い
う
発
想

が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
が
平
安
遷
都
直
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
香
椎
廟
祭
祀
が
始
ま
っ
た
奈
良
時
代
に

お
い
て
も
す
で
に
こ
の
よ
う
な
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

神
亀
五
年
九
月
に
皇
太
子
基
皇
子
が
数
え
二
歳
で
薨
じ
て
お
り
、
聖
武
の
精
神
的
打
撃
は
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
し
か
し
廃

朝
は
三
日
間
に
留
ま
り
、「
太
子
は
幼
弱
の
為
に
喪
礼
を
具
へ
ず
」（『
続
日
本
紀
』
九
月
十
九
日
条
）
と
あ
る
よ
う
に
大
々
的
な
葬
礼
は
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行
わ
れ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
を
見
て
も
、
こ
の
皇
太
子
薨
去
自
体
が
国
家
的
な
危
機
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
言
い
難
い
。
し
か
し
そ
の
息
子
の

死
を
長
屋
王
の
壓
魅
呪
咀
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
込
ん
だ
聖
武
が
、
翌
神
亀
六
年
二
月
に
、
自
ら
と
も
同
じ
天
武
直
系
の
子
孫
で
も
あ
る

時
の
左
大
臣
を
自
殺
に
ま
で
追
い
込
ん
だ
こ
と
は
、
間
違
い
な
く
朝
廷
が
危
機
的
状
況
に
陥
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
壓
魅
呪
咀
を

憎
む
聖
武
は
、
四
月
二
日
に
こ
れ
を
禁
ず
る
勅
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
同
じ
日
に
、
伊
勢
神
宮
の
調
の
一
部
を
神
祇
官
中
臣
氏
に
与
え

る
と
い
う
優
遇
策
も
命
じ
て
い
る
。
ま
た
同
月
五
日
に
は
宗
形
鳥
麻
呂
が
宗
像
神
社
の
「
神
斎
に
供
奉
す
べ
き
状
」
を
奏
上
し
、
叙
位
と

賜
物
に
預
か
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
八
月
五
日
に
は
天
平
改
元
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
関
連
す
る
措
置
と
し
て
、
諸
大
陵
に
奉
幣
す
る
こ
と
、

諸
陵
司
を
諸
陵
寮
に
昇
格
さ
せ
て
人
員
を
増
強
す
る
こ
と
や
、
先
に
も
触
れ
た
諸
国
国
司
が
天
神
地
祇
祭
祀
を
励
行
す
べ
き
こ
と
、
諸
社

の
祝
部
の
田
租
を
一
年
免
除
す
る
こ
と
な
ど
を
命
じ
て
お
り
、
山
陵
と
神
祇
に
対
す
る
祭
祀
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
聖
武
と
言
え
ば
仏
教

に
よ
る
鎮
護
国
家
を
薦
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
去
る
神
亀
五
年
十
二
月
に
も
護
国
経
典
を
頒
布
し
た
ば
か
り
だ
が
、
長
屋
王
事
件
直
後
の

こ
の
時
期
は
護
国
の
た
め
に
神
祇
祭
祀
強
化
の
政
策
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
聖
武
は
長
屋
王
の
呪
詛
と
そ
の
処
罰
と
し

て
の
死
を
穢
れ
と
見
做
し
、
そ
れ
を
浄
化
禊
祓
す
る
意
図
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
し
、
ま
た
猖
獗
す
る
異
端
邪
教
に
対
抗
す
べ
く
正
統
の
祭

祀
を
執
行
し
よ
う
と
す
る
意
図
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
八
月
十
日
に
は
藤
原
光
明
子
を
皇
后
に
立
て
る
に
至
る
が
、
こ
の
動
き
を

藤
原
氏
の
専
横
と
い
う
図
式
だ
け
で
解
釈
す
る
の
は
表
層
的
な
見
方
で
あ
り
、
祥
瑞
改
元
や
立
后
と
い
っ
た
慶
事
を
演
出
す
る
こ
と
で
、

朝
廷
の
一
大
危
機
を
変
じ
て
祝
祭
的
な
ム
ー
ド
に
反
転
さ
せ
よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

嵯
峨
天
皇
が
薬
子
の
変
の
無
事
平
定
を
香
椎
廟
に
報
告
し
て
い
る
事
例
を
見
れ
ば
、
長
屋
王
事
件
の
平
定
と
、
そ
の
後
の
改
元
や
立
后

の
成
功
を
聖
武
天
皇
が
香
椎
廟
に
報
告
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
こ
の
年
朝
廷
が
香
椎
廟
に
奉
幣
し
た
と
い
う
記
事
は『
続
日
本
紀
』

に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
ら
の
香
椎
廟
参
拝
が
聖
武
朝
廷
の
意
向
を
受
け
て
の
公
務
で
あ
っ
た
蓋
然
性
は
高
い
。
当
該
歌

群
が
あ
る
種
の
祝
祭
性
を
帯
び
て
い
る
の
を
見
る
と
、
旅
人
が
香
椎
廟
を
参
拝
し
た
時
期
と
し
て
は
、
皇
太
子
薨
去
直
後
で
宮
廷
に
服
喪
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諒
闇
の
雰
囲
気
が
続
い
て
い
た
神
亀
五
年
十
一
月
よ
り
も
、
改
元
や
立
后
の
祝
祭
気
分
が
濃
厚
で
あ
っ
た
天
平
元
年
十
一
月
の
方
が
よ
り

ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
五
、
香
椎
浦
と
志
賀
島
の
関
係

　

さ
て
、
本
稿
が
最
も
重
視
し
た
い
論
点
は
、
旅
人
ら
が
香
椎
廟
参
拝
の
後
、
な
ぜ
香
椎
浦
に
出
た
の
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
に
あ
る
。

こ
れ
が
偶
々
気
紛
れ
で
行
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
宇
努
男
人
が
「
徃
き
還
り
常
に
我
が
見
し
香
椎
滷
」
と
歌
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
香
椎
廟
の
地
理
的
位
置
か
ら
見
て
も
、
香
椎
浦
は
香
椎
廟
と
一
体
の
も
の
と
し
て
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
香
椎
浦
に
出
る
こ
と
は
、
香
椎
廟
祭
祀
の
一
環
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
神
事
の
一
部
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
儀
礼

に
関
わ
る
歌
と
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、「
袖
さ
へ
沾
れ
て
朝
菜
採
み
て
む
」
と
か
「
玉
藻
苅
り
て
な
」
と
い
っ
た
「
冬
十
一
月
」
と
い

う
時
季
に
は
全
く
ふ
さ
わ
し
く
な
い
磯
遊
び
の
景
が
な
ぜ
歌
わ
れ
た
の
か
と
い
う
理
由
も
、
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

旅
人
一
行
が
参
拝
後
に
香
椎
浦
に
出
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
注
を
繙
く
と
、
金
子
『
評
釈
』
の
よ
う
に
「
参
詣
さ
へ

済
め
ば
も
う
用
な
し
、
あ
と
は
一
時
的
解
放
の
自
由
行
動
だ
」
と
述
べ
て
「
香
椎
潟
の
遊
賞
」
を
目
的
と
す
る
行
動
と
見
た
り
、
伊
藤�

『
釈
注
』
の
よ
う
に
「
一
行
、浜
辺
で
く
つ
ろ
ぎ
、興
の
赴
く
ま
ま
詠
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
、旅
人
歌
に
「
女
性
的
な
映
像
」

を
見
た
り
、
小
野
老
歌
が
「『
玉
藻
』
に
美
し
い
女
性
を
寓
し
て
い
る
」
と
見
た
り
し
て
い
る
。
つ
ま
り
当
該
歌
群
を
香
椎
廟
参
拝
か
ら

解
放
さ
れ
た
後
の
行
楽
気
分
で
詠
ま
れ
た
遊
興
的
宴
席
歌
だ
と
見
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
慥
か
に
わ
れ
わ
れ
現
代
人
が
「
訖
は
り
て
退
り

帰
る
時
」
と
か
「
各
々
懐
ひ
を
述
べ
て
」
と
い
っ
た
題
詞
の
記
述
を
見
る
と
、
何
と
な
く
私
的
で
自
由
な
雰
囲
気
を
感
じ
取
っ
て
し
ま
い

が
ち
だ
が
、
し
か
し
そ
の
よ
う
な
読
み
方
が
す
で
に
現
代
的
な
感
覚
に
囚
わ
れ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
も
そ
も
磯
遊
び
を
す
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る
の
に
旧
暦
十
一
月
が
ふ
さ
わ
し
い
時
季
と
は
思
え
な
い
し
、
寒
風
吹
き
つ
け
る
厳
冬
の
海
岸
で
開
放
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
と
も

思
え
な
い
。
先
に
も
述
べ
た
通
り
、香
椎
浦
に
出
て
海
を
見
る
こ
と
も
香
椎
廟
の
参
拝
お
よ
び
祭
祀
の
一
環
と
し
て
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

こ
れ
を
現
代
的
な
行
楽
と
か
自
由
行
動
と
同
一
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
夙
に
倉
林
正
次
氏
が
説
く
よ
う
に
、
飲
食
を
伴
う
直

会
や
饗
宴
も
ま
た
祭
儀
の
次
第
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
構
成
要
素
の
一
部
を
成
す
も
の
な
の
で
あ
る（
（1
（

。
饗
宴
は
た
だ
の
自
由
時
間
で
は

な
く
、
神
人
交
流
の
時
間
で
あ
り
、
神
人
共
楽
の
祝
祭
的
時
間
で
あ
る
。

　
「
浜
降
り
神
事
」
と
呼
ば
れ
る
類
の
、
海
岸
に
出
る
神
事
は
日
本
全
国
に
広
く
見
ら
れ
る
。
海
に
近
い
地
域
で
は
、
海
岸
に
出
て
遊
ぶ

こ
と
は
神
事
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
「
浜
降
り
」「
磯
遊
び
」「
磯
祭
り
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
神
事
は
、
そ
の
多
く
が
春
の
祭

り
（
三
月
三
日
ま
た
は
四
月
八
日
が
多
い
）
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り（
（1
（

、
十
一
月
の
当
該
歌
群
に
は
合
致
し
な
い
。
ま
た
「
潮
垢
離
」「
潮�

掛
け
」「
塩
水
祓
」「
浴
塩
水
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
海
水
に
よ
る
禊
祓
も
全
国
に
見
ら
れ
、
ま
た
こ
れ
に
類
す
る
「
神
輿
洗
い
神
事
」「
海

上
（
海
中
）
渡
御
」
と
い
っ
た
神
輿
を
海
に
入
れ
る
祭
儀
も
広
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
海
水
に
よ
る
「
清
め
」
を
目
的
と
し
た

行
為
で
あ
る
た
め
、
本
神
事
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
海
に
出
る
と
い
う
神
事
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は

海
水
の
持
つ
水
と
塩
の
浄
化
力
に
期
待
し
た
儀
礼
で
あ
り
、
神
事
に
参
加
す
る
資
格
を
得
る
た
め
の
潔
斎
と
い
う
順
序
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
だ
が
当
該
歌
群
の
場
合
は
参
拝
と
い
う
神
事
を
終
え
た
後
に
海
岸
に
出
て
い
る
の
で
、
参
拝
の
た
め
の
禊
祓
と
か
潔
斎
が
目
的
で

は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

神
功
皇
后
摂
政
前
紀
を
見
る
と
、「
皇
后
、
還
り
て
橿
日
浦
に
詣
で
、
髪
を
解
き
、
海
に
臨
み
て
曰
く
、『
吾
、
神
祗
の
教
へ
を
被
り
、

皇
祖
の
霊
を
頼
み
、
滄
き
海
を
浮
渉
り
、
躬
ら
西
を
征
た
む
と
欲
ふ
。
是
を
以
て
、
今
、
頭
を
海
の
水
に
滌
ぐ
。
若
し
験
あ
ら
ば
、
髪
、

自
づ
か
ら
分
れ
て
両
つ
に
為
れ
』
と
。
即
ち
海
に
入
り
て
之
を
洗
ふ
。
髪
、
自
づ
か
ら
に
分
れ
き
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
神
功
は
香
椎

浦
で
新
羅
征
討
の
成
否
を
問
う
占
い
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
香
椎
浦
も
ま
た
神
功
の
聖
蹟
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
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た
こ
と
が
わ
か
る
。
神
功
の
毛
髪
に
よ
る
占
い
は
海
水
を
使
っ
て
神
意
を
問
う
て
い
る
の
で
、
神
判
を
下
し
て
い
る
の
は
海
神
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
伝
承
の
故
地
と
し
て
香
椎
浜
海
上
の
小
島
に
香
椎
宮
の
末
社
で
あ
る
御
島
神
社
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
祭
神
は
や
は
り

ワ
タ
ツ
ミ
で
あ
る
。
旅
人
ら
が
香
椎
廟
参
拝
に
続
い
て
香
椎
浦
に
行
っ
た
の
も
神
功
の
こ
の
故
事
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
で
あ
り
、
参

拝
の
次
第
に
必
ず
入
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

当
該
歌
群
で
は
海
藻
を
刈
る
こ
と
が
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る（
（1
（

が
、
海
岸
で
の
神
事
に
は
海
藻
を
刈
る
「
和
布
刈
神
事
」
と
い
う
も
の
も

あ
る
。
出
雲
で
は
一
月
五
日
、
下
関
と
門
司
で
は
大
晦
日
の
夜
に
行
わ
れ
る
の
で
、
十
一
月
と
は
少
し
時
期
が
ず
れ
る
が
、
し
か
し
厳
寒

の
時
期
に
海
藻
を
刈
る
と
い
う
点
に
は
当
該
歌
群
と
の
共
通
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
下
関
・
門
司
は
筑
前
の
圏
内
で
あ
り
、
そ
の
社

伝
に
は
神
功
皇
后
所
縁
の
神
事
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
も
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
旅
人
が
「
白
妙
の
袖
さ
へ
沾
れ

て
」
と
歌
う
の
は
、
海
藻
を
刈
る
こ
と
が
白
衣
を
着
て
の
神
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
た
だ
、
神
事
と
は

い
え
旅
人
ら
高
官
が
冬
の
海
で
袖
を
濡
ら
し
て
海
藻
を
刈
る
と
い
う
の
は
現
実
的
に
は
考
え
難
い
。
で
は
実
際
に
海
藻
を
刈
る
の
は
誰
か

と
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
海
人
の
仕
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
玉
藻
苅
る
」
が
お
よ
そ
官
人
ら
し
か
ら
ぬ
振
る
舞
い
で
あ
る
以

上
、こ
れ
は
自
ら
を
海
人
に
仮
託
し
て
の
表
現
と
見
る
し
か
な
い
。
当
該
歌
群
が
か
か
る
仮
託
性
や
儀
礼
性
を
帯
び
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、

「
各
々
懐
ひ
を
述
べ
て
作
る
歌
」
と
い
う
題
詞
の
記
述
は
事
実
認
識
が
誤
っ
て
い
る
わ
け
で
、
小
野
老
を
「
大
弐
」
と
記
す
が
如
き
後
人

の
臆
断
で
あ
ろ
う
。

　

旅
先
の
官
人
が
自
ら
を
海
人
に
仮
託
す
る
例
な
ら
ば
万
葉
歌
に
珍
し
く
は
な
い
が
、
場
の
地
理
的
・
宗
教
的
環
境
に
お
い
て
、
当
該
歌

群
で
は
特
に
海
人
が
重
要
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
仲
哀
記
・
紀
の
記
述
で
は
香
椎
宮
か
ら
は
海
が
臨
め
る
よ
う
に
書
か

れ
て
お
り
、
ま
た
軍
団
を
率
い
て
新
羅
に
船
で
渡
っ
た
神
功
皇
后
が
海
と
関
り
が
深
い
の
も
自
明
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
香
椎

廟
の
例
祭
に
は
海
人
が
奉
仕
す
る
慣
例
が
あ
っ
た
。『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
正
月
二
十
五
日
条
を
見
る
と
、
香
椎
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廟
の
春
と
秋
の
祭
り
に
演
奏
さ
れ
る
「
風
俗
楽
」
の
衣
裳
を
新
調
し
た
い
と
い
う
希
望
が
二
年
前
に
大
宰
府
か
ら
出
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

れ
を
よ
う
や
く
太
政
官
が
受
理
し
た
と
い
う
記
事
が
出
て
い
る
。
こ
れ
を
見
て
も
香
椎
廟
の
祭
祀
が
大
宰
府
の
所
管
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
く
べ
き
は
、
そ
の
記
事
中
に
「
香
椎
廟
宮
の
毎
年
の
春
秋
の
祭
日
に
、
志
賀
嶋
の
白
水
郎
の
男
十
人
と

女
十
人
、風
俗
楽
を
奏
す
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
筑
紫
志
賀
島
の
白
水
郎
（
海
人
）
は
万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
、当
時
有
名
な
海
人
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が（
（1
（

、
か
れ
ら
が
香
椎
廟
の
祭
礼
に
必
ず
参
加
し
て
い
た
と
い
う
こ
の
事
実
は
、
旅
人
の
当
該
歌
群
の
意
味
を
考
え
る

上
で
看
過
し
難
い
材
料
を
提
供
す
る
。
ま
た
諸
注
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
旅
人
ら
が
十
一
月
に
参
拝
し
た
と
い
う
の
は
香
椎
廟
の
秋
例
祭

の
日
に
合
わ
せ
て
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
時
旅
人
一
行
は
志
賀
の
海
人
に
よ
る
風
俗
歌
舞
を
直
接
見
る
機
会
が
あ
っ
た
は

ず
で
あ
る
。

　

神
功
皇
后
と
志
賀
島
海
人
と
の
関
り
に
つ
い
て
は
、
神
功
摂
政
前
紀
に
「
是
に
、
吾
瓮
の
海
人
、
烏
摩
呂
を
し
て
西
の
海
に
出
だ
さ�

し
め
、『
国
あ
り
や
』
と
察
さ
し
む
。
還
り
て
曰
く
、『
国
見
え
ず
』
と
。
又
、
磯
鹿
の
海
人
、
名
草
を
遣
は
し
て
覩
し
む
。
数
日
、�

還
り
て
曰
く
、『
西
北
に
山
あ
り
。
雲
を
帯
び
横
に
絙
る
。
蓋
ぞ
国
あ
ら
ざ
ら
め
や
』
と
」
と
あ
り
、
海
人
の
中
で
も
特
に
志
賀
島
の
海

人
が
神
功
皇
后
の
新
羅
征
討
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
う
伝
え
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
『
釈
日
本
紀
』
所
引
『
筑
前
国
風
土
記
』
逸
文
の�

「
資
珂
嶋
」
条
に
は
、
神
功
皇
后
が
新
羅
遠
征
の
際
に
志
賀
島
に
停
泊
し
、
火
を
入
手
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
の

伝
承
は
、
志
賀
島
の
海
人
が
神
功
皇
后
の
武
功
の
一
端
を
担
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
お
り
、
香
椎
廟
と
志
賀
島
が
祭
祀
を
通
じ
て
繋
が
っ

て
い
る
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。

　

そ
の
志
賀
島
に
は
式
内
志
賀
海
神
社
が
鎮
座
す
る（
（1
（

。『
延
喜
式
』
神
名
帳
を
見
る
と
、
筑
前
国
糟
屋
郡
の
唯
一
の
神
社
と
し
て�

「
志
加
海
神
社 

三
座
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
座
と
い
う
の
は
ワ
タ
ツ
ミ
三
神
で
あ
り
、
こ
れ
は
海
人
族
の
安
曇
氏
が
奉
斎
す

る
神
で
あ
る
。
こ
の
糟
屋
郡
に
は
安
曇
郷
も
あ
り
、
安
曇
氏
の
本
貫
の
地
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
つ
ま
り
香
椎
廟
と
志
賀
島
の
関
係
に
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は
、
神
功
皇
后
と
安
曇
氏
の
君
臣
関
係
が
投
影
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
香
椎
廟
の
例
祭
に
志
賀
海
人
が
出
演
し
土
着
の
楽
舞
を
披
露

す
る
こ
と
に
は
、
朝
廷
に
対
す
る
安
曇
氏
の
服
属
儀
礼
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
記
紀
に
は
新
羅
征
討
に
最
も
功
が
あ
っ
た
神
と
し
て
津
守

氏
が
奉
斎
す
る
住
吉
三
神
（
ツ
ツ
ノ
ヲ
三
神
）
の
名
ば
か
り
が
挙
が
っ
て
い
る
の
で
、
安
曇
氏
と
し
て
は
そ
れ
に
対
抗
し
う
る
言
説
を
求

め
る
気
持
ち
が
強
く
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

志
賀
島
は
博
多
湾
の
出
入
口
を
塞
ぐ
よ
う
な
目
立
つ
位
置
に
あ
る
。
し
か
も
陸
繋
島
で
、「
海
の
中
道
」
と
呼
ば
れ
る
砂
洲
で
香
椎
浦

と
も
繋
が
っ
て
い
る
。『
筑
前
国
風
土
記
』
逸
文
の
資
珂
嶋
条
に
は
「
此
の
嶋
と
打
昇
浜
と
は
近
く
相
連
り
接
き
て
、
殆
に
同
じ
き
地
と

謂
ふ
べ
し
」
と
あ
る
の
で
、
古
く
か
ら
陸
繋
島
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
香
椎
は
博
多
湾
東
の
や
や
奥
に
位
置
し
、
砂
洲
伝
い
に
行
っ

て
も
志
賀
島
は
近
い
。
現
在
の
香
椎
浜
は
目
の
前
が
埋
め
立
て
ら
れ
「
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
」
の
ビ
ル
群
が
視
界
を
遮
る
が
、
そ
れ
で
も

志
賀
島
は
遠
望
で
き
る
。
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
に
発
表
さ
れ
た
松
本
清
張
『
点
と
線
』
に
は
、
香
椎
海
岸
の
「
前
面
に
は
『
海

の
中
道
』
が
帯
の
よ
う
に
伸
び
て
、
そ
の
端
に
志
賀
島
の
山
が
海
に
浮
び
、
…
眺
望
の
き
れ
い
な
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
あ
る
。
ま
し
て
旅

人
が
訪
れ
た
頃
の
香
椎
浦
で
あ
れ
ば
志
賀
島
は
は
っ
き
り
と
眼
前
に
見
え
た
で
あ
ろ
う
。
香
椎
浦
か
ら
志
賀
島
を
見
る
こ
と
に
は
、
神
功

皇
后
の
征
討
に
功
労
が
あ
っ
た
ワ
タ
ツ
ミ
神
を
祀
る
志
賀
海
神
社
を
遥
拝
す
る
と
い
う
儀
礼
的
意
味
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る（
（1
（

。
旅
人
の�

「
朝
菜
採
み
て
む
」
や
老
の
「
玉
藻
苅
り
て
な
」
は
海
人
の
漁
撈
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
か
れ
ら
が
呼
び
か
け
た
相
手
は
府
の
官
人
で
は
な

く
志
賀
の
海
人
で
あ
っ
た
。
旅
人
ら
の
歌
に
は
志
賀
島
讃
歌
と
い
う
真
意
が
伏
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
老
歌
の
「
時
つ
風
吹
く
べ
く
な

り
ぬ
」
に
も
、
香
椎
沖
の
志
賀
島
か
ら
吹
く
神
聖
な
風
と
い
う
讃
意
が
籠
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

神
功
皇
后
を
祀
る
香
椎
廟
の
参
拝
は
天
皇
陵
に
対
す
る
拝
礼
と
同
様
に
厳
粛
に
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
は
到
底
歌
が

詠
め
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
志
賀
島
遥
拝
は
場
所
を
海
岸
に
移
し
て
香
椎
廟
参
拝
の
直
会
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
対
象
が
海
神
と
い
う
気
楽
さ
も
手
伝
っ
て
歌
が
詠
ま
れ
た
。
直
会
は
神
の
時
空
間
か
ら
俗
の
時
空
間
に
復
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す
る
た
め
の
儀
礼
で
あ
り
、
寛
い
だ
歌
に
も
見
え
る
旅
人
や
老
の
詠
も
、
海
人
の
海
藻
収
獲
を
題
材
と
し
て
い
る
と
い
う
点
に
神
事
儀
礼

性
が
あ
る
。
海
藻
は
代
表
的
な
神
饌
の
一
つ
で
あ
り
「
海
菜
」
と
称
さ
れ
る
。
志
賀
の
海
人
が
採
取
し
た
海
藻
は
志
賀
海
神
社
と
香
椎
廟

に
神
饌
と
し
て
奉
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
旅
人
が
海
藻
を
「
朝
菜
」
と
呼
ん
で
い
る
の
は
、「
菜
」
が
食
用
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
神
人
共
食
の
場
で
あ
る
直
会
に
お
い
て
香
椎
廟
参
拝
者
が
神
饌
を
食
す
る
儀
礼
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
現
実
に

は
海
藻
は
す
で
に
収
獲
さ
れ
一
旦
神
に
供
え
ら
れ
て
い
る
の
に
、
歌
の
表
現
で
は
こ
れ
か
ら
海
藻
を
採
る
と
言
う
の
で
、
歌
と
現
実
で
は

時
間
的
順
序
が
逆
転
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
だ
が
こ
れ
は
神
に
捧
げ
る
物
の
由
来
を
説
明
す
る
と
い
う
神
事
歌
謡
の
様
式（
（2
（

に
則
っ

た
も
の
で
あ
り
、
海
人
に
よ
る
神
饌
収
獲
の
過
程
を
追
体
験
的
に
再
現
す
る
こ
と
が
、
神
聖
性
の
起
源
を
循
環
的
・
反
復
的
に
再
現
す
る

祭
式
の
論
理
に
適
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
六
、
む
す
び

　

こ
こ
ま
で
の
考
察
を
簡
潔
に
ま
と
め
れ
ば
、
香
椎
廟
は
神
功
皇
后
を
祀
る
霊
廟
で
あ
り
、
国
家
を
危
機
か
ら
守
る
守
護
神
と
し
て
聖
武

の
即
位
と
同
時
に
創
建
さ
れ
、
そ
の
管
理
は
大
宰
府
に
委
ね
ら
れ
た
。
ま
た
香
椎
廟
に
続
い
て
宇
佐
八
幡
宮
も
創
建
さ
れ
、
豊
前
国
司
が

そ
の
管
理
責
任
を
負
っ
た
。
天
平
元
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
大
宰
府
官
人
ら
に
よ
る
香
椎
廟
参
拝
に
は
、
長
屋
王
謀
反
の
平
定
・
天
平
改

元
・
光
明
子
立
后
な
ど
を
朝
廷
の
守
護
神
た
る
神
功
皇
后
に
報
告
す
る
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
の
参
拝
後
は
、
神
功
皇
后
を
助
け
香
椎
廟
の

祭
祀
に
も
深
く
関
与
す
る
志
賀
海
神
社
と
海
神
を
遥
拝
す
べ
く
、
香
椎
浦
に
旅
人
一
行
は
出
た
。
清
浄
な
香
椎
海
岸
は
参
拝
後
の
直
会
の

場
と
も
な
り
、
そ
こ
で
一
行
は
志
賀
の
海
人
と
海
神
に
呼
び
か
け
る
べ
く
歌
を
詠
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

如
上
の
考
察
か
ら
、
大
宰
府
官
人
に
よ
る
当
該
歌
群
の
発
想
に
は
香
椎
廟
祭
祀
に
連
続
す
る
志
賀
島
遥
拝
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
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が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　

註

　
（
1�

）
こ
の
見
方
は
す
で
に
北
村
進
「
長
屋
王
の
変
と
小
野
老
」（『
上
代
文
学
』
50
号
、
昭
58
・
4
）
の
採
る
と
こ
ろ
だ
が
、
し
か
し

諸
注
が
従
う
の
は
、
佐
藤
美
知
子
「
旅
人
帥
時
代
の
少
弐
た
ち
」（『
万
葉
集
研
究 

第
十
二
集
』
昭
50
・
4
）
の
説
で
あ
る
。
佐
藤

氏
は
、
小
野
老
の
前
任
者
を
石
川
足
人
で
は
な
く
石
川
君
子
と
し
、
交
代
時
期
を
君
子
が
従
四
位
下
に
昇
叙
さ
れ
た
神
亀
三
年
と

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
佐
藤
氏
の
説
は
、
巻
三
・
二
四
七
番
歌
の
題
詞
「
石
川
大
夫
」
に
対
す
る
「
今
案
ふ
る
に
、
従
四
位
下
石

川
宮
麻
呂
朝
臣
、
慶
雲
年
中
に
大
弐
に
任
け
ら
ゆ
。
又
、
正
五
位
下
石
川
朝
臣
吉
美
侯
、
神
亀
年
中
に
少
弐
に
任
け
ら
ゆ
。
両
人

の
誰
れ
か
此
の
歌
を
作
る
を
知
ら
ず
」と
い
う
あ
や
ふ
や
な
左
注
記
事
だ
け
が
唯
一
の
根
拠
と
な
っ
て
お
り
、い
か
に
も
心
許
な
い
。

同
じ
神
亀
年
間
に
同
じ
石
川
氏
の
者
が
同
じ
大
宰
少
弐
に
任
ぜ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
に
不
自
然
で
あ
り
、
拙
稿
「
長
田
王

『
筑
紫
水
島
歌
群
』
の
地
政
学
」（『
國
學
院
大
學
紀
要
』
58
巻
、
令
2
・
2
）
に
述
べ
た
如
く
、
こ
の
左
注
記
事
は
石
川
足
人
と
石

川
君
子
を
混
同
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
2�

）
神
亀
六
年
夏
に
小
野
老
が
「
あ
を
に
よ
し
寧
楽
の
京
師
は
咲
く
花
の
薫
ふ
が
如
く
今
盛
り
な
り
」（
3
―
三
二
八
）
と
詠
ん
で

い
る
の
は
、
都
か
ら
大
宰
府
に
来
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
な
お
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
の
が
長
屋
王
事
件
の
直

後
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
こ
れ
は
た
だ
の
平
城
京
讃
歌
で
は
な
く
、
禍
を
福
に
転
ず
る
咒
的
な
祝
福
歌
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う�

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
）。

　
（
3�

）
佐
藤
氏
注
1
論
は
、
少
弐
の
老
が
臨
時
の
貢
調
使
と
な
り
、
神
亀
五
年
末
か
ら
「
三
ヶ
月
以
上
数
ヶ
月
は
在
京
し
た
」
た
め
、
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三
月
の
叙
位
の
際
も
「
彼
が
折
よ
く
在
京
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
推
測
す
る
が
、
余
り
に
空
想
的
で
無
理
の
あ
る
仮
説
で
あ
る
。

な
お
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
綿
を
詠
む
歌
」（『
上
代
文
学
研
究
論
集
』
4
号
、
令
2
・
3
）
で
も
言
及
し
た
。

　
（
4�
）『
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

続
日
本
紀 

二
』
二
四
六
頁
脚
注
五
は
「
小
野
老
は
天
平
七
年
に
は
大
弐
で
あ
り
、
引
続
き
大
宰
府
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
（
天
平
勝
宝
六
年
二
月
丙
戌
条
）、
こ
こ
の
巨
勢
真
人
は
粟
田
馬
養
（
も
し
く
は
人
）
の
後
任
か
」
と
述

べ
て
老
の
後
任
と
は
見
な
い
が
、
天
平
元
年
以
後
度
々
昇
叙
さ
れ
て
い
る
老
が
一
度
も
他
の
官
職
に
就
か
ず
、
ず
っ
と
大
宰
府
に

居
続
け
た
と
い
う
想
定
は
余
り
に
不
自
然
で
無
理
が
あ
る
。

　
（
5�

）
林
田
正
男
「
万
葉
集
巻
五
の
論
」『
万
葉
集
筑
紫
歌
群
の
研
究
』（
桜
楓
社
・
昭
57
）
一
五
頁
以
下
。

　
（
6�

）
香
椎
宮
に
関
す
る
基
礎
的
な
資
料
は
、『
香
椎
宮
御
由
緒
』（
香
椎
宮
社
務
所
・
昭
58
）
や
廣
瀬
正
利
『
香
椎
宮
史
』（
文
献
出
版
・

平
9
）
に
集
成
さ
れ
る
。
ま
た
香
椎
廟
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
塚
口
義
信
「
香
椎
廟
の
創
建
年
代
に
つ
い
て
」（『
日
本
書
紀
研
究 

第

十
冊
』
昭
52
・
12
）、
小
島
鉦
作
「
香
椎
廟
の
香
椎
宮
へ
の
移
行
と
そ
の
荘
園
化
」『
神
社
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
・

昭
62
）、
鈴
木
一
馨
「
山
の
信
仰
と
風
水
」（『
山
岳
修
験
』
27
号
、
平
13
・
3
）、
井
上
正
望
「
日
本
に
お
け
る
神
社
宗
廟
観
の
形
成
」

『
日
本
古
代
天
皇
の
変
質
』（
塙
書
房
・
令
4
）、
佐
藤
眞
人
「
人
を
神
に
祀
る
神
社
の
起
源
」（『
書
物
の
時
代
の
宗
教
』
ア
ジ
ア
遊

学
287
、
令
5
・
9
）
な
ど
の
論
が
あ
る
。
以
下
の
叙
述
は
こ
れ
ら
諸
文
献
に
裨
益
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

　
（
7�

）
こ
の
点
は
塚
口
氏
注
6
論
に
指
摘
が
あ
る
。

　
（
8�

）
渡
瀬
昌
忠
「
大
伴
坂
上
郎
女
（
序
説
）」『
渡
瀬
昌
忠
著
作
集 

第
八
巻
』（
お
う
ふ
う
・
平
15
）
は
、「
神
亀
年
中
の
新
大
宰
帥
に

は
新
た
に
神
功
皇
后
・
応
神
天
皇
の
祭
祀
の
任
務
が
与
え
ら
れ
た
」
と
指
摘
し
、
旅
人
が
老
妻
を
筑
紫
に
連
れ
て
い
っ
た
の
も
、

香
椎
廟
祭
祀
に
関
わ
る
「
厳
媛
＝
巫
女
と
し
て
朝
廷
か
ら
公
認
さ
れ
て
派
遣
さ
れ
た
」
も
の
と
見
て
い
る
。

　
（
9�

）
塚
口
氏
注
6
論
。



23 大伴旅人の香椎廟参拝

　
（
10�

）
諸
注
は
男
人
が
養
老
以
来
十
年
近
く
豊
前
守
を
務
め
た
と
す
る
が
、
現
実
的
で
は
な
い
。「
旧
記
」
は
後
の
官
職
を
紛
れ
て
記
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
11�
）
村
山
出
『
憂
愁
と
苦
悩　

大
伴
旅
人
・
山
上
憶
良
』（
日
本
の
作
家
2
、
新
典
社
・
昭
58
）
は
、
男
人
が
宇
佐
八
幡
宮
の
祭
祀
に

関
わ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
宇
佐
八
幡
宮
の
遷
宮
の
任
を
は
た
し
て
上
京
す
る
に
あ
た
っ
て
、
帥
の
旅
人
に
報
告
し
、
香
椎
廟
の

大
祭
に
参
列
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
（
12�

）
香
椎
廟
の
祭
神
に
つ
い
て
古
来
仲
哀
説
と
神
功
説
が
対
立
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
注
6
の
諸
論
を
参
照
。

　
（
13�

）
渡
瀬
氏
注
8
論
も
「
聖
武
天
皇
の
即
位
は
、
神
功
伝
説
に
お
け
る
応
神
天
皇
の
新
た
な
る
出
現
で
あ
っ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
（
14�

）
倉
林
正
次
『
饗
宴
の
研
究
（
儀
礼
編
）』（
桜
楓
社
・
昭
40
）、『
祭
り
の
構
造
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
・
昭
50
）
な
ど
。

　
（
15�

）
柳
田
國
男
『
年
中
行
事
覚
書
』（
修
道
社
・
昭
30
）。
ま
た
以
下
の
叙
述
に
は
『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
の
関
連
項
目
を
参
照
し
た
。

　
（
16�

）
林
田
洋
子
「
水
辺
の
遊
び
」（『
上
代
文
学
』
32
号
、
昭
48
・
4
）
は
、
玉
藻
刈
り
は
海
辺
の
神
事
で
あ
り
、
天
皇
の
生
命
を
賦

活
さ
せ
る
た
め
の
禊
で
あ
る
と
言
う
。
ま
た
こ
れ
を
承
け
る
真
下
厚
「
赤
裳
裾
引
き
行
く
は
誰
が
妻
」（
福
田
晃
編
『
日
本
文
学
の

原
風
景
』
三
弥
井
書
店
・
平
4
）
も
海
辺
の
遊
び
の
神
事
性
を
言
い
、
海
藻
が
海
神
の
支
配
す
る
世
界
に
由
来
す
る
「
常
世
の
魂

の
籠
る
も
の
」
だ
と
指
摘
す
る
。
一
方
、
月
野
文
子
「
香
椎
廟
奉
拝
時
と
宴
席
の
恋
歌
」（『
香
椎
潟
』
60
号
、
令
1
・
10
）
は
、

玉
藻
は
女
性
の
喩
で
当
該
歌
群
は
「
架
空
の
恋
」
の
歌
だ
と
言
う
が
、
論
理
に
飛
躍
が
あ
り
従
え
な
い
。

　
（
17�

）
志
賀
海
人
の
風
俗
楽
お
よ
び
香
椎
廟
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
渡
瀬
昌
忠
『
山
上
憶
良 

志
賀
白
水
郎
歌
群
論
』（
翰
林
書
房
・

平
6
）
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
18�

）
志
賀
海
神
社
に
つ
い
て
は
、吉
田
扶
希
子
「
志
賀
海
神
社
の
祭
り
と
信
仰
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
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17
号
、
令
5
・
3
）
に
詳
し
い
。
ま
た
志
賀
島
と
安
曇
氏
に
つ
い
て
は
、
大
谷
光
男
『
金
印
再
考
』（
雄
山
閣
・
平
26
）
に
詳
し
い
。

　
（
19�

）
巻
十
五
の
遣
新
羅
使
歌
群
中
に
「
筑
紫
館
に
至
り
て
本
郷
を
遥
か
に
望
み
悽
愴
し
て
作
る
歌
四
首
」
と
い
う
、
往
時
は
博
多
湾

に
面
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
筑
紫
館
（
鴻
臚
館
）
で
詠
ま
れ
た
遣
使
望
郷
歌
群
が
あ
り
、
そ
の
四
首
中
三
首
ま
で
も
が
志
賀
島

を
詠
ん
で
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
う
ち
「
之
賀
の
海
人
の
一
日
も
お
ち
ず
焼
く
塩
の
」（
三
六
五
二
）
と
「
思
可
の
浦
に

い
ざ
り
す
る
海
人
」（
三
六
五
三
）
は
志
賀
海
人
の
漁
撈
を
詠
ん
で
お
り
、
当
該
歌
群
の
発
想
に
も
近
接
す
る
。
ま
た
「
可
之
布
江

に
鶴
な
き
わ
た
る　

之
可
の
浦
に
沖
つ
白
波
立
ち
し
来
ら
し
も
」（
三
六
五
四
）
の
「
か
し
ふ
江
」
が
香
椎
江
で
あ
る
と
し
た
ら
、

香
椎
浦
と
志
賀
島
の
呼
応
関
係
に
一
つ
の
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
20�

）
神
楽
歌
の
幣
・
杖
・
篠
・
鉾
に
は
神
へ
の
捧
げ
物
の
由
来
を
問
う
形
式
が
見
ら
れ
、ま
た
薦
枕
・
磯
良
前
・
木
綿
作
る
・
竈
殿
遊
歌
・

酒
殿
歌
な
ど
に
は
神
へ
の
捧
げ
物
の
収
獲
や
生
産
の
過
程
が
歌
わ
れ
る
。
記
紀
歌
謡
に
も
酒
楽
歌
な
ど
同
様
の
様
式
が
見
出
せ
る
。

神
事
歌
謡
に
特
徴
的
な
こ
の
様
式
を
小
野
重
朗
『
南
島
歌
謡
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
・
昭
52
）
は
「
生
産
叙
事
」
と
呼
ぶ
。


